
【別紙】 

平成２７年度 「評定の範囲」について 

 

１．「評定の範囲」とは 

各中学校における生徒の年度末評定が妥当性・信頼性の高いものであるかどうか

を判断するため、チャレンジテストの結果を活用し、府教育委員会が示す得点の範

囲のこと。 

※例：１年生の国語において「評定３」と評価されている生徒の得点が「評定の範囲」

である８４点から３１点の間にあれば、その生徒の評価は妥当かつ信頼できるも

のとする。 

 

２．作成方法 

   各教科（選択問題においては選択問題ごと）の評定ごとに、チャレンジテストの

得点の分布を統計の手法によって処理し、分布内の約９５％を「評定の範囲」とす

る。 

 

３．「評定の範囲」 

 ＜中学校第１学年＞ 

 評定５ 評定４ 評定３ 評定２ 評定１ 

国語 
１００～６２ 

（88～72） 

９３～４９ 

（81～62） 

８４～３１ 

（69～46） 

６７～１０ 

（51～25） 

５５～０ 

（40～13） 

数学 
１００～５８ 

（90～70） 

９０～４０ 

（76～54） 

７３～１７ 

（58～31） 

４９～３ 

（36～17） 

３２～０ 

（21～9） 

英語 
１００～７０ 

（94～81） 

９９～５１ 

（87～65） 

８６～２７ 

（70～41） 

６２～１１ 

（49～26） 

４９～０ 

（33～18） 

 

 ＜中学校第２学年＞ 

 評定５ 評定４ 評定３ 評定２ 評定１ 

国語 
１００～４６ 

（79～58） 

８２～３５ 

（70～49） 

７０～２２ 

（57～36） 

５５～８ 

（41～21） 

４５～０ 

（32～11） 

社会Ａ 
１００～６１ 

（90～73） 

９３～４５ 

（81～59） 

８０～２３ 

（65～39） 

５７～７ 

（43～21） 

４３～０ 

（30～14） 

社会Ｂ 
１００～６１ 

（89～71） 

９４～４１ 

（79～52） 

８１～２２ 

（65～36） 

５８～７ 

（42～21） 

４７～０ 

（33～15） 

数学 
１００～６４ 

（92～74） 

９４～４４ 

（81～58） 

７８～２１ 

（63～36） 

５３～６ 

（39～19） 

３８～０ 

（29～10） 

理科Ａ 
１００～４９ 

（85～63） 

８４～３０ 

（70～45） 

６４～１４ 

（50～28） 

４５～７ 

（33～18） 

３４～０ 

（24～12） 

理科Ｂ 
１００～５５ 

（88～69） 

８８～３３ 

（74～47） 

６８～１４ 

（54～30） 

４４～７ 

（33～18） 

３４～０ 

（22～10） 

英語 
１００～６６ 

（94～76） 

９８～４５ 

（85～59） 

８１～１８ 

（65～35） 

５２～６ 

（38～19） 

３９～０ 

（26～15） 

※（  ）内は、当該評定の範囲の中で、得点の平均値の上下３５％の生徒が存在する範囲 


